
　皆さま方には、平素より当金庫に対して格別のご支援を賜り厚く御礼申し上げます。
　金庫の業務内容、業況等について一層のご理解を深めていただきたく、本冊子を作成いたしましたので、
ご高覧賜りますようお願い申し上げます。

　さて令和5年度の国内経済は、新型コロナウイルスの5類感染症への移行に伴う経済活動の正常化を背景
に緩やかな回復となりました。一方、企業業績は好調なものの、個人消費や設備投資はやや力強さを欠く状
況にあります。また、金融市場では、日経平均株価が34年ぶりに史上最高値を更新した他、日本銀行が17
年ぶりにマイナス金利を解除するなど歴史的なイベントが起こりました。
　令和6年度は、昨年同様の高い賃金上昇率に加え、インフレ圧力の低下も相まって堅調に推移することが
予想されます。また、30年近く続くデフレからの脱却に向けた経済社会の変革が景気回復に貢献すると考
えられます。但し、米中関係の悪化や米大統領選の動向、金融政策の変更による影響などには十分注意する
必要があります。

　このような経済情勢の中、当金庫は中小企業への安定的な資金提供や、お取引先企業に対する各種経営支
援といった使命を果たすべく、地域密着型金融の推進に積極的に取り組んでまいりました。
　令和5年度の当金庫の業績は、積極的な店舗展開をすすめたことやキャンペーン定期預金が好評を得たこ
となどから、預金積金残高は1兆6,737億円となり、貸出金残高については6,868億円となりました。
　収益面では、有価証券運用益等の増加も寄与し当期純利益は118億円となりました。
　また、金融機関の健全性を示す指標である自己資本比率は14.08％と引き続き高い経営の健全性を維持し
ております。

　令和6年度から新中期経営計画『夢・愛・熱「未来への挑戦」』をスタートさせました。
　計画の初年度となる令和6年度は、「お客様との深い対話」「地域社会との連携強化」を実行していきます。「相
互扶助」の理念のもと、地域の皆さまに寄り添い、地域の発展・幸福に貢献することを目指して役職員一丸
となり努力を重ねていく所存でございます。今後もより一層のご支援ご鞭撻を賜りますようお願い申し上げ
ます。
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理事長　大出　重光

【ごあいさつ】

理事長 大出重光

大正11年
昭和26年
昭和48年
平成19年
平成20年
平成20年
平成21年
平成21年
平成23年
平成23年
平成24年
平成24年
平成25年
平成25年
平成26年
平成26年
平成27年
平成27年
平成27年
平成28年
平成28年
平成29年
平成30年
平成31年
令和元年
令和 3年
令和 3年
令和 3年
令和 4年
令和 5年

産業組合法に基づき「大阪厚生信用組合」として大阪市北区木幡町に開業
信用金庫法により「大阪厚生信用金庫」に組織変更
本店を大阪市南区（現中央区）清水町から日本橋に新築移転
大阪市東淀川区に上新庄支店開設
寝屋川支店が店舗新築（リニューアル）、新店舗にて営業開始
大阪府と連携した環境配慮型定期預金「こうせいエコ定期 わかば」の販売開始
天下茶屋支店が大阪市西成区千本南に移転
大阪市北区天神橋に南森町支店開設
大阪市生野区中川に生野支店開設
大淀支店が旧福島支店を統合し、大阪市福島区鷺洲２丁目に新築移転
大阪市西区阿波座に西区支店開設
大阪市城東区関目に関目支店開設
鶴見支店が大阪市鶴見区浜４丁目に移転
大阪市北区梅田 大阪駅前第1ビルに梅田支店開設
大阪市阿倍野区阿倍野筋 あべのルシアスに阿倍野支店開設
西田辺支店が大阪市住吉区万代東１丁目に新築移転
深江支店が大阪市東成区深江北１丁目に新築移転
吹田市豊津町に江坂支店開設
守口南支店を門真支店と名称変更し門真市殿島町に新築移転
針中野支店が大阪市東住吉区湯里２丁目に新築移転
堺市堺区甲斐町東に堺支店開設
大阪市住吉区我孫子に我孫子支店開設
羽曳野支店を藤井寺支店と名称変更し藤井寺市小山に新築移転
大阪市淀川区新北野に十三支店開設
八尾市本町に八尾支店開設
大阪市天王寺区上本町 うえほんまちハイハイタウンに上本町支店開設
四条畷支店が店舗新築（リニューアル）、新店舗にて営業開始
茨木市竹橋町に阪急茨木支店開設
本店を大阪市中央区日本橋から島之内に新築移転
豊中市中桜塚に豊中支店開設
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こうせいのあゆみ■ ■経営理念 ■ ■

①自己責任の原則の下に、バランスのとれた夢のある堅実経営
を実践する。

②地域金融の使命を自覚し、地域社会の繁栄に貢献する。
③明るく、自由闊達な金庫風土を醸成し、高い倫理観と責任感
をもった職員を養成する。 

　
■ ■当金庫の考え方 ■ ■

　地域金融機関たる信用金庫の本業は、金融という経済の血液
とも言える事業を通じて、地域の経済発展、生活・文化レベル
の向上に寄与することと考えています。その為には、まず自ら
の経営体質を強化し、安定した経営基盤を築く努力が必要です。
そして、地域の住民の皆様や事業者の方に対し、新たな預金・
融資商品の提供等、種々の金融サービスや地域貢献活動により、
地元への還元を図ります。
　私たちは、信用金庫の特性を生かし、当金庫経営理念に基づ
く経営を目指しています。
　
■ ■目指す当金庫の姿 ■ ■

「相互扶助」の理念のもと、お客様と共に地域社会の発展に資す
る「強固な経営基盤を持つ地域金融機関」を目指す。

・商号　　　　　　大阪厚生信用金庫
・本店所在地　　　大阪市中央区島之内１丁目20番19号
・創立　　　　　　1922（大正11）年９月９日
・出資金　　　　　39億7,374万円
・会員数　　　　　9,401名
・店舗数　　　　　30店舗
・常勤役職員数　　617名
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